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荒
川
と
離
れ
た
隅
田
川
は
、
左
岸
が
足
立
区
、
右
岸
が
北
区
に
接
し
て
流
れ
る
。
最
初
に
く
ぐ
る
橋
は
環

状
七
号
線
の
新
神
谷
橋
。
こ
の
付
近
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
潮
堤
が
壁
の
よ
う
に
続
き
、
そ
の
外
側
の
歩
道

を
歩
い
て
い
る
と
川
面
は
見
え
な
い
の
で
、
川
の
姿
を
求
め
て
足
が
速
ま
る
。
歩
道
の
外
側
に
は
家
や
工
場

が
迫
り
、
土
地
の
高
さ
は
概
し
て
川
面
よ
り
低
そ
う
な
の
で
、
防
潮
堤
は
ま
さ
に
命
綱
で
あ
る
。
防
潮
堤
の

銘
板
か
ら
、
昭
和
三
〇
～
四
〇
年
代
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
「
昭
和
の
隅
田
川
」
の
面
影
が
残
る

区
間
で
、
元
々
自
然
の
川
で
あ
る
が
、
緑
が
少
な
く
人
工
の
運
河
の
よ
う
に
見
え
る
。
一
方
東
を
流
れ
る
荒

川
は
、
九
〇
年
の
間
に
自
然
に
溶
け
込
み
、
人
工
河
川
と
は
思
え
な
い
。 

 

新
田
橋
、
新
豊
橋
と
進
む
と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
防
潮
堤
に
代
っ
て
、
川
岸
に
土
を
高
く
盛
り
、
草
に
覆

わ
れ
た
堤
防
が
姿
を
現
し
た
。
堤
の
高
さ
は
数
メ
ー
ト
ル
あ
ろ
う
か
。
頂
部
に
遊
歩
道
が
続
き
、
側
面
は
緩

い
傾
斜
で
川
に
向
か
っ
て
下
り
、
水
際
に
も
テ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
遊
歩
道
が
作
ら
れ
て
い
る
。
堤
の
上
と
下

か
ら
川
を
眺
め
ら
れ
る
構
造
で
、
家
族
連
れ
が
散
歩
を
し
て
い
る
。
昔
の
防
潮
堤
の
一
部
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

と
し
て
保
存
さ
れ
、
説
明
書
き
が
あ
る
。
『
昭
和
五
十
年
頃
ま
で
に
作
ら
れ
た
垂
直
の
防
潮
堤
は
洪
水
か
ら

街
を
守
る
上
で
貢
献
し
た
が
、
人
々
か
ら
川
を
遠
ざ
け
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
都
民
が
川
と
親
し
め
て
安
全

性
も
高
い
ス
ー
パ
ー
堤
防
に
順
次
作
り
替
え
て
い
る
』
。
高
度
経
済
成
長
期
に
必
要
に
迫
ら
れ
て
整
備
し
た

防
潮
堤
は
立
派
に
役
目
を
果
た
し
た
が
、
現
代
は
機
能
の
他
に
環
境
や
潤
い
に
も
配
慮
す
る
時
勢
と
な
り
、

時
の
流
れ
と
社
会
の
成
熟
を
感
じ
る
。 

経
済
成
長
期
は
隅
田
川
の
水
質
汚
染
が
最
悪
と
な
っ
た
時
期
で
も
あ
り
、「
死
の
川
」
と
さ
え
言
わ
れ
た
。

下
水
道
の
整
備
や
川
底
の
浚
渫
な
ど
、
永
年
の
努
力
で
現
状
ま
で
改
善
さ
せ
た
の
は
偉
業
と
言
え
よ
う
。 

 

豊
島
橋
の
前
後
で
川
は
逆
Ｓ
字
に
大
き
く
蛇
行
す
る
。
右
岸
が
北
区
か
ら
荒
川
区
に
変
る
と
、
大
き
な
観

覧
車
が
現
れ
た
。
あ
ら
か
わ
遊
園
は
東
京
二
三
区
内
で
唯
一
の
区
営
の
遊
園
地
だ
。
荒
川
区
に
現
在
「
荒
川
」

は
流
れ
て
い
な
い
が
、
荒
川
区
が
出
来
た
昭
和
七
年
に
は
隅
田
川
は
荒
川
を
名
乗
っ
て
い
た
。
（
つ
づ
く
） 


